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中山間地の分散型園地におけるカキの省力・高品質生産のための 
通信新規格による双方向制御システムの開発 

 
 
１ 代表機関・研究代表者 

近畿大学農学部・松野 裕 
 
２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

中山間地のカキ栽培において、低コストで地域全域をカバーするネッ

トワークを構築し、自動灌水制御システムによる灌水の最適化や圃場ご

との気象データを用いた収穫予測により、品質および収穫量を改善する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

➀新規通信規格による中山間地域の通信ネットワーク構築 

中山間地域全域をカバーする新規通信規格による通信ネットワーク

を構築し、灌水の省力化や圃場環境の遠隔監視を実現する。（（株）アズマ） 

 

②収穫量予測モデルの構築と灌水の最適化による果実品質および収穫

量の向上 

新規構築したネットワークで収集される気象データからカキの収穫

量予測を実現し、灌水等の最適化によって品質および収穫量が向上す

ることを示す。（近畿大学農学部、奈良県果樹・薬草研究センター） 

    

５ 最終目標 

農家の通信ネットワーク維持コストの 50 %低減、遠隔または自動灌

水による、灌水に係る見回り時間の 50%軽減、正品率の 10 %増加（へ

たすき果・および軟果の軽減）、収量の 5%増加（果実肥大促進）。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本システムは奈良県のパイロット事業での導入が見込まれており、

中山間地域を広域にカバーできる通信ネットワークの開発・運用によ

り農地の DXに貢献できる。また、カキ収穫量予測の実現により、流通

の効率化等が可能となる。 

 
【連絡先 近畿大学農学部 松野 裕 074-243-9264】  
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